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1 はじめに
ベクター表現は端末の解像度に依らず高品質な画像

を表示できるため，ベクター表現によるコンテンツの需
要が高まると予想される．ディスプレイの解像度や表示
端末の処理能力に適した品質や符号量にするために，ベ
クター変換には符号量制御及びスケーラビリティを実現
する階層符号化が求められる．そこで，本稿では，ベク
ター表現の階層的変換手法を提案する．
2 符号量制御
ベクター表現の符号量を制御する手法として以下の 3
つが挙げられる [1]．
ガウスフィルタは，輪郭線における凹凸ノイズを削減

する効果がある．その結果，ベクター変換の後段で線の
統合がされやすくなり，符号量が削減される．しかし，
フィルタ半径を大きくすると輪郭線が隣接している領域
では再現性が著しく低下する．また，半径の異なるベク
ター表現間において，互いの通過点を対応づけて階層化
するのは困難である．
ベクター変換の後段では，冗長な線の統合が行われる．

許容近似誤差を大きくすると線の統合が促進され，符号
量が削減される．ガウスフィルタと比較して，大幅な符
号量削減は困難であるが，輪郭線が削減されることがな
いので再現性は高い．
ベクター表現におけるデータは，主に線の通過点と制

御点の x–y座標により構成される．そこで，ベクター表
現に変換後のデータに対して，座標解像度を削減するこ
とで符号量が削減される．
本稿ではベクター表現のみを用いる 2手法から，階層

符号化を実現する手法を検討する．
3 階層的変換手法
3.1 通過点の階層化
冗長な線の統合では，連続する 2つの通過点が削減さ
れ，新たな通過点が 1つ追加される．そこで，削減され
る通過点の座標と，追加された通過点のデータ中の位置
を拡張階層として保存する．許容近似誤差を順次大きく
することで，複数の拡張階層を構成できる．

3.2 座標解像度の階層化
ベクター表現において xy座標は，適当なスケーリング
により整数に変換される．そこで，これらの数値をビッ
トプレーンに分解することで階層構造に変換する．

3.3 エントロピー符号化
通過点の座標は，冗長性を削減するために開始点を除

いて直前の点に対する相対座標で表される．相対座標
データは一様分布であるため算術符号化を行う [2]．
閉曲線の開始点の座標や曲線の種類を表す付加情報

は画像によって分布が変わると考えられる．予備実験に
より，本稿では BWT（Burrows–Wheeler Transforma-
tion）を用いる．
4 シミュレーション実験
提案手法を実装し，階層符号化の性能についてシミュ

レーション実験を行った．
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図 1 点の階層化によるレートディストーション
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図 2 座標解像度の階層化によるレートディストーション

通過点の階層化については，最大許容誤差を変化させ
た基本階層に対して複数の拡張階層をそれぞれに付加し
た．階層化の有無によるレートディストーションを図 1
に示す．
座標解像度の階層性については，最高解像度を変化さ
せたベクター表現から複数の拡張階層をそれぞれ生成し
た．階層化の有無によるレートディストーションを図 2
に示す．
実験結果より，通過点の階層化ではオーバーヘッドが
大きい．これは，線の統合手法に起因するため，改善が
必要である．一方，座標解像度の階層化ではオーバーヘッ
ドがほとんど発生していない．
一連のシミュレーション実験により，階層的変換手法
の有効性が確認された．
5 おわりに
本稿では，ベクター表現の階層的変換手法を提案した．
シミュレーション実験により提案手法の有効性を確認し
た．提案手法により，階層符号化が実現できる．
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